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○南相馬市馬事公苑条例施行規則 

平成２３年１２月２８日 

規則第２４号 

（趣旨） 

第１条 この規則は、南相馬市馬事公苑条例（平成１８年南相馬市条例第２０２号。以下「条

例」という。）の施行に関し必要な事項を定めるものとする。 

（公募に明示する事項） 

第２条 市長は、条例第５条の規定により指定管理者（地方自治法（昭和２２年法律第６７

号）第２４４条の２第３項に規定する指定管理者をいう。以下同じ。）の公募を行う場合

は、次に掲げる事項をあらかじめ明示するものとする。 

(1) 南相馬市馬事公苑（以下「馬事公苑」という。）の概要 

(2) 指定管理者が行う管理の基準 

(3) 指定管理者が行う業務の範囲及び具体的内容 

(4) 指定の期間 

(5) 利用に係る料金（以下「利用料金」という。）に関する事項 

(6) 市が支払うべき管理の費用（以下「指定管理料」という。）に関する事項 

(7) 申請者の資格要件 

(8) 申請方法及び選定基準 

(9) その他市長が定める事項 

（指定申請書の提出等） 

第３条 条例第６条第１項の規定により指定管理者の指定を受けようとする団体は、指定管

理者指定申請書（様式第１号）に次に掲げる書類を添付して市長に提出しなければならな

い。 

(1) 管理業務に係る事業計画書及び収支予算書 

(2) 定款、規約その他これらに類する書類 

(3) 法人にあっては、当該法人の登記事項証明書又はこれに準ずるもの 

(4) 団体の経営状況等を説明する書類 

(5) 市税の完納証明書 

(6) その他市長が必要と認める書類 

（選定結果の通知） 

第４条 市長は、条例第６条第２項の規定により、指定管理者の候補者を選定したときは、

速やかに選定結果を申請団体に通知しなければならない。 

（協定書に定める事項） 

第５条 条例第９条の規定により協定で定める事項は、次に掲げるものとする。 

(1) 指定の期間に関する事項 

(2) 馬事公苑の管理に関する事項 

(3) 利用料金に関する事項 

(4) 指定管理料に関する事項 
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(5) 事業報告に関する事項 

(6) 指定の取消し及び管理業務の停止に関する事項 

(7) 管理の業務に関し知り得た個人情報の取扱いに関する事項 

(8) 管理の業務に関し保有する情報の公開に関する事項 

(9) 前各号に掲げるもののほか、市長が必要と認める事項 

（利用許可申請） 

第６条 条例第１５条第１項の規定による利用の許可を受けようとする者（以下「申請者」

という。）は、南相馬市馬事公苑利用許可申請書（様式第２号。以下「申請書」という。）

を指定管理者に提出しなければならない。ただし、許可を受けようとする者が個人利用に

係る許可を受けようとする者であるときは、利用の日に口頭により申請をすることができ

る。 

２ 前項の申請書は、使用の日の１月前から使用の日の前日までに提出しなければならない。

ただし、指定管理者が提出期限までに提出できない相当の理由があると認めるときは、こ

の限りでない。 

（利用許可書等の交付等） 

第７条 指定管理者は、馬事公苑の利用を許可したときは、南相馬市馬事公苑利用許可書（様

式第３号。以下「利用許可書」という。）を申請者に交付するものとする。ただし、前条

第１項ただし書に定める個人利用に係る申請にあっては、南相馬市馬事公苑個人利用券（様

式第４号。以下「利用券」という。）の交付をもって利用許可に代えるものとする。 

２ 馬事公苑の利用の許可を受けた者（以下「利用者」という。）は、馬事公苑を利用する

ときは、利用許可書又は利用券を携帯し、係員の請求があったときは、これを提示しなけ

ればならない。 

（利用許可の変更手続） 

第８条 利用者は、前条第１項本文の許可に係る事項を変更しようとするときは、南相馬市

馬事公苑利用変更申請書（様式第５号）に、利用許可書を添えて、指定管理者に提出し、

その許可を受けなければならない。 

２ 指定管理者は、前項に規定する許可に係る事項の変更を許可したときは、南相馬市馬事

公苑利用変更許可書（様式第６号）を第１項の申請を行った利用者に交付するものとする。 

（設備設置の許可手続） 

第９条 利用者は、馬事公苑内に特別な設備をしようとするときは、南相馬市馬事公苑設備

設置許可申請書（様式第７号）を指定管理者に提出しなければならない。 

２ 指定管理者は、前項に規定する設備の設置を許可したときは、南相馬市馬事公苑設備設

置許可書（様式第８号）を前項の申請を行った利用者に交付するものとする。 

（利用取消しの申出） 

第１０条 利用者は、馬事公苑の利用の取消しをしようとするときは、遅滞なくその旨を指

定管理者に申し出なければならない。 

（利用料金の納付） 

第１１条 条例第２０条第３項ただし書に規定する指定管理者が特に認めるときは、次に掲



3/18 

げるときとする。この場合において、利用者は指定管理者が指定する期限まで利用料金を

納付しなければならない。 

(1) 国又は地方公共団体が利用するとき。 

(2) 指定管理者が利用するとき。 

(3) その他指定管理者がやむを得ない理由があると認めたとき。 

（利用料金の減免及びその手続） 

第１２条 指定管理者は、次の各号に該当する場合は、それぞれ当該各号に定めるところに

より利用料金を減額し、又は免除するものとする。 

(1) 市が主催し、又は主体となって他の地方公共団体若しくは公共的団体と共催して行う

競技大会又は体育、スポーツ行事のために利用する場合 全額 

(2) 国民の祝日に関する法律（昭和２３年法律第１７８号）第２条に規定する「体育の日」

に、市民が行うスポーツ基本法（平成２３年法律第７８号）第２３条に規定する事業及

び行事のために利用する場合 全額 

(3) 市が主催し、又は主体となって他の地方公共団体と共催して行う行事若しくは事業の

ために利用する場合 全額 

(4) 利用者が市内幼稚園、小学校、中学校若しくは高等学校の児童生徒又はこれに準ずる

者で教育課程に基づく教育活動（部活動を含む。）として利用する場合 全額 

(5) 前各号に掲げるもののほか、指定管理者が特に必要があると認める場合 指定管理者

が市長と協議の上定める額 

２ 第１項の規定により利用料金の減免を受けようとする者は、申請書を提出する際、併せ

て南相馬市馬事公苑利用料金減免申請書（様式第９号）を指定管理者に提出しなければな

らない。 

（利用料金の返還及びその手続） 

第１３条 指定管理者は、次の各号に該当する場合は、それぞれ当該各号に定めるところに

より利用料金の全部又は一部を返還するものとする。 

(1) 市において公用又は公共用に供する必要が生じたことにより利用の許可を取り消し

たとき 全額 

(2) 天災地変その他利用者の責めによらない理由により利用することができなくなった

とき 指定管理者が市長と協議の上定める額 

(3) 利用開始日の１０日前までに利用許可の取消しの申出があったとき 半額 

２ 前項の規定により利用料金の返還を受けようとする者は、南相馬市馬事公苑利用料金返

還申請書（様式第１０号）を指定管理者に提出しなければならない。 

（利用者の守るべき事項） 

第１４条 利用者は、次に掲げる事項を守らなければならない。 

(1) 馬事公苑の施設、設備、備品等を滅失し、又は損傷しないこと。 

(2) 馬事公苑の清潔及び整とんを保持すること。 

(3) 馬事公苑内の風紀及び秩序を乱さないこと。 

(4) 承認を得ないで火気を使用しないこと。 
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(5) 所定の場所以外で喫煙又は飲食を行わないこと。 

(6) 前各号に掲げるもののほか、次条に規定する指定管理者の指示する事項 

（指定管理者の指示等） 

第１５条 指定管理者は、馬事公苑の管理上特に必要があると認めるときは、利用者に対し、

利用に関し必要な指示をし、又は利用の状況を調査することができる。 

（物品販売等の許可の申請） 

第１６条 条例第１７条第１項の規定により、同項各号に掲げる行為を馬事公苑において行

おうとする者（以下「物品販売等申請者」という。）は、南相馬市馬事公苑物品販売等許

可申請書（様式第１１号）を市長に提出しなければならない。 

２ 市長は、前項の申請書の提出があった場合において、その販売等を許可するときは、南

相馬市馬事公苑物品販売等許可書（様式第１２号）を物品販売等申請者に交付し、許可し

ないときは、その旨を通知するものとする。 

（利用許可の取消し等） 

第１７条 指定管理者又は市長は、条例第１９条第１項の規定により、利用の許可を取り消

し、又は利用を制限し、若しくは停止するときは、南相馬市馬事公苑利用（取消・制限・

停止）決定書（様式第１３号）により通知するものとする。 

（市長による管理） 

第１８条 第６条から第１５条まで、前条及び様式第２号から様式第１０号までの規定は、

指定管理者に代わって、市長が馬事公苑の管理を行う必要が生じた場合について準用する。

この場合において、これらの規定中「利用料金」とあるのは「使用料」と、第６条から第

１０条まで中「指定管理者」とあるのは「市長」と、第１１条各号列記以外の部分中「指

定管理者」とあるのは「市長」と、同条第２号中「指定管理者」とあるのは「市」と、同

条第３号中「指定管理者」とあるのは「市長」と、第１２条中「指定管理者」とあるのは

「市長」と、「指定管理者が市長と協議の上定める額」とあるのは「市長が定める額」と、

第１３条中「指定管理者」とあるのは「市長」と、「指定管理者が市長と協議の上定める

額」とあるのは「市長が定める額」と、第１４条及び第１５条中「指定管理者」とあるの

は「市長」と、前条中「指定管理者又は市長」とあるのは「市長」と、様式第２号から様

式第１０号まで中「指定管理者」とあるのは「市長」と読み替えるものとする。 

（その他） 

第１９条 この規則に定めるもののほか、馬事公苑の管理に関し必要な事項は、市長が別に

定める。 

附 則 

（施行期日） 

１ この規則は、平成２４年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この規則の施行の日の前日までに、南相馬市馬事公苑条例施行規則（平成１８年南相馬

市教育委員会規則第３５号）の規定によりなされた処分、手続その他の行為は、この規則

の相当規定によりなされたものとみなす。 
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附 則（平成２８年３月３１日規則第６８号） 

この規則は、平成２８年４月１日から施行する。 
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